
富山市で「北陸防災情報通信セミナー」を開催
～災害時における情報の伝達・収集のために～

富山大学 大西准教授

セミナーでは、はじめに、富山大学人文学部の大西 宏治准教授が「地図を活用した平時に行う防災訓
練」と題して、富山県内の地図を示しながら市民の防災に対する意識や防災教育のあり方、地域の防災
訓練と地域防災計画のあり方等を説明しました。

続いて株式会社ＮＴＴドコモ北陸支社の山本 雅人災害対策室長が「ＮＴＴドコモの災害対策」と題し
て、東日本大震災の教訓を踏まえた自社の新たな災害対策、熊本地震、平成２９年九州北部豪雨・台風
２１号におけるサービスエリアの確保、無料Wi-Fiの設置等の取組を紹介しました。

お問合せ先 無線通信部陸上課
０７６－２３３－４４８０

臨時災害放送局用機器災害対策用移動通信機器

ドコモ北陸支社 山本室長

富士通が展示した機器

総務省北陸総合通信局（局長 濱島 秀夫）は、北陸情報通信協議会（会長 久和 進
北陸経済連合会会長）とともに、平成２９年１２月１日（金）、富山市内において「北
陸防災情報通信セミナー」を開催しました。セミナーには、国や自治体の防災関係機関、
電気通信事業者、放送事業者など約１００名の参加がありました。

主催者を代表し松澤一砂北陸総合通信局無線通信部長が、平成２９年の激甚災害と通
信関係の被害状況の説明し、災害時に総務省が貸し出す「災害対策用移動通信機器」や
「臨時災害放送局用機器」の紹介を交えて挨拶しました。

最後に、富士通株式会社社会システム営業本部の吉田 千穂マネージャーが
「ＩｏＴを活用した安心・安全な街づくりの取組」と題して、SNSを活用し
た防災・減災対策を事例を交えて紹介するとともに、機器を展示、デモを行
いました。

会場では、災害時に総務省が地方公共団体等に貸し出しすることができる
ＭＣＡ無線機、簡易無線機、衛星携帯電話及び臨時災害放送局設備を展示し
ました。

参加者の関心は高く、ＭＣＡ無線機及び簡易無線機による実際の通信を体
験したり、８７．３ＭＨｚによる臨時災害放送局のデモ放送をＦＭラジオで
確認していました。

セミナーの様子

総務省では、災害対策用移動通信機器や臨時災害
放送局設備のほか、災害対策用移動電源車を配備し
ており、災害時に貸し出す体制を整えています。
くわしくは、防災対策推進室（０７６-２３３-４４７９）まで

連絡下さい。

富士通 吉田マネージャー
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